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and Hinoki (Cha才naecyβaris obtusa) 

(Res日乱工ch note) 

要 旨:カラマツ e ヒノキ 1M交林における物'J1'1H~lQの53 怒を河;るため， 1972 'ifより 5 か年院にわた

り，東京都7J(/1京株においていくつかの北交を行った o 査林分はカラマツ 55 年.'t.， ヒノヰ 50 l，f ヰー

で，それぞれの長多葉国ががj 20m と約 12m である 2 没林!，tIを示していた。

5 作出jを平均した ha 当りの年間i リターアオーノレ泣は. Pl および P2~6 の 2 林分でそれそ、れ， 3.6 

ton , 3.8 tOB となった。 このうち終葉誌はプロッ↑によりカラマツ， ヒノキの~;I! 合はちがったがと

も lこ 2.7 tOB であった。これらのリターフォーノレ最はカラ 7ツ，ヒノキの純林における値と火活いち

がいはなかった。

土壌呼吸E は気机の I'，';J い互にもっとも高く，気ィ 2()OC で i ト|あたり約 10g CO，/m2 ・同 lζ速した。

気;Hri と呼吸?誌の関係は季節lとよって変化した。リターパッ夕、IJ，による落葉の玄_Ij_t減少をみると， 2 年

間ではヒノキ， カラ 7 ツおよびその混 f?ともに 50% に減少するが， その後il，;l !Þ;玄l立は浴ちて 5 jfl] 

でそれぞれ 65%， 72%. 77% に減少し I，I，}者の議決を ìll\介した場合1と減少'*が高まる 18') líTJ がみられ

た。 Jニ壌5史料でのリタ~フナノレなどの防水!とよる移動をみると， 詰写楽は全移動誌の 49% を内め，

ついで土が 25% であった。
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1. はじめに

i克寒地でのヒノキ単純休植栽地の不成絞原因のーっとして， 1耐えから十数年間の冬季の寒容があげられ

る。この害を防ぐ方法のーっとして，寒さに強い樹種を前摘しておき，その生長をまって数年後lと下木と

してヒノキを泊裁する方法がとられる。今回調査対象とした東京都水道局の管理する部水源材、において

も，くよりこの方法がとられ好成績を得てきた c

カラ 7ツとヒ/キの混交林は寒主害与E段防民Jj江Î_止を主日{的i内守とし?たこものであるが9 混交林は環境保全的機能からみて

も大きな役割jをしている。す江わち，ヒノキ単純林では A。層の有機物や土壌が雨水で流亡しやすく，林

地の忠化が進んでいるととろが多い。しかし，ヒノキにカラマツを混植すれば，カラマツの洛葉が林地を

おおうために Ao 居の右機物や土壌の流亡がかなりおさえられている乙とも考えられるの

今までに混交材の取扱い方や物資生立についての報奇は多くあるが1)8)円13ト16)19)20)霊前向2679 土壌や物質循

環に関する報告は少ない拙)21)22) 0 これらの報告のうちカラマツ@ヒノキ混交林についての報告は 2.3 あ

るが即日)2ベ物質循環の面からみた報告はみあたらない。 ζ こではカラマツ@ヒノキ混交林におけるリタ

ーフォール藍とその分解などについて 2 ・ 3 の知見を得たので報告する。

なお，この研究は 1973 年 4 月から 1978 年 3 月まで続けられた箆林省出IJ枠研究「農林漁業における環境

保全的技術に関する総合研究J の rll の一部としておとなった。乙の調査にご協力いただし、た東京都水?)]t林

事務所の各{v:，造材、部桜井尚武氏(現東北支j易〉および加茂(1告一氏〈現関西支場〕に感謝の;意を表する。

2園 調査地と調査方法

メ

Fig. 1 立木の位置図

Distribution map of standing trees. 
@カラマツ Larix lφ，tolePis 

。 ヒ / キ Chmnαec沖昨日 obtusa

x ワタートラップ Litter trap 

調査.W~は山梨県塩山市落合の杉11沢川流域荻原山

東京都有 it;j; 17 林症に設定された。 ζの調査地は

標高 1 ， 250 m，袋状問地型の底部にあたり，傾斜

方向は南東， 傾斜は平均約 25 度である。土壌の

母材は花儲閃緑岩と火山灰守で， 土壌は BlE 型歩

地表には比較的落葉の堆積が多い。約 lkm (標

高にして約 130m 低い〉離れた溶合での観測に

よればg 年、ド均気温 7.40C， 年平均降水量 1 ， 74ら

lnm，年降水日数 170 日である。温かさの指数は

590C 月，寒さの指数は -300C. 月となる。

調;露地は Fig. 1 のようであり 9 その南積は

2, 809 m2 で歩 ζ れを 6 プロット l己分けた。プロ

ット 1 (P 1) は斜面下郊の谷筋でほ lま平弱地で

あるが，他のプロットは谷から尾根への斜面Kな

っている。

林況は 55 年生カラマツが上層林冠をなし， そ

の下に 50 年生のヒ/キのH冠のある 2 段林裂の

混交林で，それぞれの立木配置は Fig. 1 のよう
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である c 林内は;:古く， 下N~~i .ft~i主!:::.I立ウ lj ハダカエデ，アサノハカエデ，タカノツメなどがごく少数以Lとする

のみである。

1972 汁会 8 月に i問主地を設立し， この月定地内に木製作lこ五ぬた!、の袋そつけた 50 cm X 50 cm の角型リ

タ トラップを 72 悩f\l'， Î♂し， 以後 381の凱& (5)j , 8 ノJ， 11 乃木か 12 )JfJJ)でトラップ icNit}止さ

れたリタ【を IDl似したり 1'ljJlえしたりタ戸は研究宗lご持ち帰り 800C で l~jt~.Ç{Ù したの 0，に主，校，ふj

J丸球えし f主義s そのf!iw{;15分に分けて言i 註した Q

f各ザター注u収時には， アルカリ数以法によっ七土壌呼 l以一足そ測えした。 乙れはかトJ)'::ζ[~j 径約 18cm の

カンを伏，tt , その Lドにが.J 1 N の KOH え 10 cc 長 2，111与|間以ti:lし予 [II[Jしくした?伎は 0.2 N HCl でぬ定し3 土

峻からのしむ2 発f土;誌を求めるみ法であお c カンは虫干 n~_i __l: i'i-ij ，にfJ 印， ト郊の 3 か所:ζ ぷとれぞれ 4 何ずつ古里;

いた。

1972 与ム llJJ には U タートラ γ プから [L]JLZ，した議長をヒ/キとカラマツ :ζ分けたのち， それぞれ単独と

副読さ裂を混合したものそサランネッ!、製のリタ F ノミッグ (30 cm >く 30 cm) に入れ， 1本JJkiC立ぼした c バ

ッグ内に人れ人戸蕗;L完封ーは単独のむのではヒノキ，lOg (乾;豆 28.5 g) , カラ 7 ツ 20 g (拡lli 19 g) , 向者の

混合ではじノキ 15 g とカラマッ 10 g (給率 14.25 g と仏 5 g) である。 !I:jJ[又はれl 年 12 )j に 5 袋ずつおこ

ないs 山]Jはした 1) ター iよ乾燥したのち重量減少1í.~MG)どした。

斜面I:ß[1から斜面十郎へと雨水によって移動ずる Ao J乙Iのリターンォ伶ーノレ註および土 iA告知るために，

30 cm X 30 cm の大ささのチリ取り状容器 10 fliij を 1973 年 10)j;こ終J木の Ao!己表面とおなじ高さに防i定

して設置した。校法は表rWからの移動物が入る部分をのぞき， J三日からの務!、約が人らぬようプタをし

たの設はしたプロットは P3 T'，およ rξの似斜皮は泌氏であ)二。将器にたまったリタ プオーノレや土

は， 落禁法校の ui.l以 11おこ凶収しB 乾燥したのち， 業?校:，その他lこ分 U. それぞれの重量を測定し

fこ。

#J太調査は 1972 1j 9 Jlと 1977 午:11 月におこなった。ぉ胸il:;~ lti径のおIJjぶは会本についてお ζ なった

が?尚南と松下「誌は 1972 こヒ/千白木，丈?ラマツ 27 本のみな測定した。

このìl~交林さの調査は 1977 年 llJJ で終 f した。

3園

制査林分の概況は T乱bie 1 のとおりてさある。 1972 "1 の平均村九\'刈二木につい一ての l立 i壬了:Jil !J thl よ

り t佐;上し， 1977 年のも討日もこの関 1系より f住之した。

とれらの泊盃林分の状況をみると 3 カラマツのい'JI話/主長は1~j 州士山ノヴり収伎去で地位 I[J)古?を示 L，また，

ヒノキの樹誌生長i立ヒノキがカラマツ ω樹巡!、にあるにもかかわらずp 間)，U也7jの地位上lζ[)ι飲してい

る。

詞12株分の立体的梢i告を矢口るため，今IU は信男Ij刈1民法をおこなっていないので 1 i~J冠白線によって検討

した。必J冠t削減とはある肖さ Z iC{{ ，{L J る *dí訟の安全個体J;ýに対する分上ヒで友一わしたものである。

すなわら各枯I冠i土樹 r~lÎ (H) と法ド (HB) 0)問のさに訂正Eずゐから，ある 1~"j1 さ ZIとィ'ft工 T る樹冠の

お(は H>Z>Hß の条件をみたす個体殺となる。したが勺てp 上から卜に[i 'iJ かつてIlと日β の累計個体数

曲線の差が樹j民的線となるユ引っ Fig. 2 U:tJH高と校 Iご高を測定したf国体ωみで描いたものであるが? 測定

木はi立分布lと氏、じて選定しているので， この肉はおよそとの紅、分のユ7ι休構造:を表わしていると忠われ
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Table L ~JIrJ 王立林分の概況

Description of experimental stand 

839 !, 053 214 821 1, 035 

均樹高P 1 . i J / 24.5: 17.9 24. 7 18. " 

26.2 20.3 27.3 21. 4 

1 1.7| 28. 40.5 12. 30. 5 <13.3 
11-/Hdノ

J休齢
55 50 

.jha) 
306 1, 054 1, 360 302 1, 009 i 1, 311 SEA平t平、evfaSeMRiI木均均本樹出 数国間)

P2~61 (1司m) 21. 15.2 21. 15.61 

|径
Ave. diameter (cm) 

23. 18.7 24. 19. 

断面積乱命( 計一
Basal area (m2jha) 

13. 28.9 42. 13. 28.9: 42.6 

P 1 p 2r~6 

トイ

(m) 

30 

。 o " 

一ー_ _.1 

l' 

一一10 2日 10 20 
(%) ト j J( 111) 11 川:

Fig.2 樹冠曲綜と樹高一枚ド日関係

Crown depth diagram 旦nd tre巴 height.low巴st living branch relation. 

。カラマツ Larix leþtolφis 愈ヒノキ Chamαecyparis obtusa 

る。

Pl と P2~P6 の樹冠曲線あるいは K-Ih 関係においても 2 カラマツの樹冠層とヒノニ干の樹対1需とは

完全に分化しているのではなく，向者がill なっている部分もあるうしかし，およそカラ 7ツの船冠のほう

が i二方にあり，ヒノキ(ま氏圧されている状態にある。 カラ 7ツのクローネはおよそ 10m から 28m の高

さの範問内にあり，クロー不幅は約 18m となり，その最多j段はがo 20m の高さである。 乙れに対して，

ヒノキのクローネは 5m から 25m の範囲であり，最多層は約 12m となっており，おおむねとの林分は

2 段林塑になっている。
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/[. リターフォー)J"量

(1) リターフォー)[，.の分布

ぇ1 "，，1盆地 ij'] のおよそのワターブ i ーノレの分イIJ を Fig. :J Iこかす。

ヒノキの溶ニ誌の分{IJ (Fig. 3-1) は全休庁、jな何iiりとしては JdJHのほうが少な心 谷jめで多くなってい

Fig. 3-1 リターフォーノレの分布 Fig. 3-2 リターフォーノレの分布

Distributioll of annu乱1 litter fall ratcs Distributioll of 呂 llnu呂 1 litter fall rates. 

全}特技
Total branches 

2 フ"

t. .3ど l

ドi只 3.3 リターフォーノレの分布 Fig. 3-4 リターーブ寸ールの分{iJ

Distribution of annual litter f乱II rates. Distribution of annual litt己r i all ra tes. 



- 84 ー

全リタ­
Total litter 
-一寸一一一一寸一一ーザー-

3 

林業試験場研究報告第 313 号

る。また，カラマツの落葉では (Fig. 3-2) ヒノ

キとは反対に，谷筋で少なく尾根筋で多くなる傾

向がみられる。これら務葉の分布と立木の配置と

の関係をみると p ヒノキは概して谷筋l乙多く，ま

¥ ι ヵラマ Y は尾慨に多く存在するようでパ

Fig. 3-5 リターフォーノレの分布

Distribution of annual litter fall rates 

の両者の混交割合の違いが2 首~~主の分布l乙大きく

影響しているものと思われる。カラマツとヒノキ

の務葉を合わせた全長でみると (Fig. 3-3)，東

斜面が少なしついで少ないところが西斜面の尾

根筋と谷筋，多いととろは西斜面の中腹から谷筋

にかけてである。このように場所によって落葉量

に違いがあるが，もっとも少ないトラップで l 年

間の三|人均落薬草は l宮9 g/rnえ もっとも多いトラ

ップで 393 gjrn2 とほぼ 2 伯のひらさがあった。

しかし，六部分のトラップでは 220~"300 gjm2 の

範閣内にあった。

年itH落技量の分布を測定 5 !'f悶の平均 ù自でみると Fig. 3-4 のようになる。落葉のように風に影響され

る ζ と ω少ない務枝の分布では， トラップ|自に大きいえがあり， :;j，均苧な平面的分布をするので，単位対

積あたりの落技量を求めるには， トラップ数をできるだけ多くする必要がある。

請さ下した樹皮の分布も格技とおなじく不均一であるが， 落下球呆の分布はその大部分がヒノキの球果で

あるため，ヒノキの務葉の分布と似ていた。

全リクープオー Jレ量でみると CFig. 3-5)，全体的にみるとrJll斜!Iüが多く，京斜面が少ないようである。

これは務薬量;の分布が大きく支配しているためである。

(2) 1 年聞のリターブオー)1，..量

斜i国ド官15の谷筋の、ri.坦地の Pl と とりまくま十泊[の P 2r~6 の 2 つに分けて号 1 年間の 1) ターブォ

ーノレ畳を Table 2-1 ~2 1こ示す。なお Pl については採取持湖ごとに示した。

年|出の誇~~1量は年次によって変動したが， P 1 と P2~6 ともおなじ傾向を示した。 ヒノキにくらべて

カラマツの溶葉主主の ;f変動が大きく，もっとも少ないij^:oでは，もっとも多い年の 1j2 以下になったが，こ

の原因は今のところ明らかでない。

5 年illlの平均年間落業主:は3 立木の配置な反映して多谷ftfJの Pl ではヒノキ1. 8 tonjha，カラマツ 0.9

tonjha , 斜函の P2~6 ではそれぞれ1.5 tonjha, 1. 2 tonjha と推定されたがp 会落葉量は P 1, P 2~6 

こもに 2.7 tonJha となった。 この落葉亙;はわが[]nぇ;吉の各程の森林の治:葉量の測定イ1r3ーからみて妥当な他

であろう 18)。なお金リターフォーノレ土誌のうら落葉の r"îめる割合が大きし Pl で 76%， P 2~6 で 72絡に

達している。

主主校量は落葉よりも年変動が大きいが 5 年間の平均年間諮技量は Pl でヒノキ， カラマツともに

0.25 ton!ha で号I 0.5 ton!ha , P 2.~6 でヒノキ 0.26 tonjha , カラマツ 0.29 tonjha , 計 Q号 55 tonjha と

なった。
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Table 2-1.リターブヰー Jレ lli (P 1) 

Amounls of litter fall (P 1) 

1973, Sep.~.Dec. 

rvM乱y

r、-Aug.

Total 

197 1•, S巴p.~Dec.
.'~孔1ay

~Aug. 

Total 176. " 

1975, Sep.r~Dec. 10仁 7

~May 84.2 

~_cAug. 15.8 

Total 之01. ! 

l ヲ76， Sep.~.Nov. 

r..May 

~~Aug舎

Tota! 

1977 , Sep.~Nov. 
へJ瓦在ay

~Aug. 

Total 

平均(l\ve.)

17.2 昭 7

0.5 2.0 

26. 7 4. 8 

1. 5 I 1 

Table 2 -2. リターブォ戸川ノレ畳 c P 2 ~6) 

Amounts of l�ter fall (P 2-._c6) 

球ょに

Cor孔

1973 1 7' 6岳呂 l 111 J 21 , 4 :33. ヲ 9. 2. 7 

1 ヲ 74 142.0 72.2 22.2 23.0 9-u も 1

l ヲ7己 149.7 141. 4 43.2 28 , :2 9.6 も.も

1976 152.6 18♀.口 l 15.9 ~ 8.6 舗。

1977 135.0 26.8 34. 3 9.8 I 日号 5

平均 (Ave.) 122，ヲ 25.9 28.8 4.9 

(gfm2) 

/」\1 三1す i

Total 

i ヲ 7. .3

15.3..3 

38 , 7 

389..3 

4 

3 岳 2 ヲ8.2

24.6 84.7 

3.50 6 328.3 

0.1 181. 9 

133.4 

O! 51. 8 

-1.1 367. 1 

10ョ 1 1 65. ~J 

0.2 J64.2 

13.7 37.7 

367.2 

123.2 

185.8 

16.0 

(gfm2.yr) 

そのイ也 ノl二入l =iJ 1 i 

Others Tota! 
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樹皮の落下量は年変動が少ないが，球来の法下f蚤の年変!llJJ (土掘めて大きい。平均年n日落下還は Pl でそ

れぞれ 0.1 ton/ha と O. 04 ton!ha, P 2~6 で O. 1 ton/ha , O. 05 toniha であって，全リタ{フォーJレ量に

占める割合は小さい。

その他とされたリターフォーノレ景の内符はほとんど虫糞と推測された。とれも年変動が大きいがp 平均

年間落下量として Pl で O固 18 tonjha , P 2~6 で 0.38 ton/ha が推定きれた。

全リターフォーJレ量の咋変動は比較的少なくなっており，平均年間量は Pl で 3. 6 tonjha , P 2~6 で

3.8 ton/ha となっナご O

5. 土壌呼吸量

議薬落校など樹{本から供給された有機物は，士壌ilJ物や土壌微生物の働きによって分解され，最終的に

は CO2 ガスとして土壌表面から常気11I に放出される。 1.壌生物の;}~意uは気慌に大きく左右され， 気j品の

I~]jい時期ほど活発におこなわれるために， COd'と皇:も多くなることが知られている2)9)10 )12)。そこで伊

気ilifr (最高気配L と最{広気{日Lの干均)と 1 E:l n'rJの CO2 花生長との関係会片対数グラフに図示した (Fig. 4) 。

なお， .~子点は 4 測定flr{の平均である。

図 lとみられるように夏の泊Jít:値がもっとも大きく>zliM 17~~20oC で 7. 5~.10. 2 g CO2/m2 ・日 p ついで

5 汀の気温 9~.120C で 3" J4 g CO2/m2 • 日， 12 乃の怖がもっとも小さく，気i，C[i， 2.~30C で 1. 5"J3 g COzlm2 

・円であった。すなわち，気hTLが砕j くなれば CO2 発生監は大きくなっている。いままでの械告でも気前と

CO2 充~t量との 11THとは気温が WC 上昇すれば COz 置が約 2 併になるいわゆる QI0 子 2 の関係、があるとい

われている。今回の羽子完結果では， 11 月から 5 )Jにかけての CO2 発生量は QI0 二子 2 の直線すなわち勾配

2 の直線にそって増加しているが， 容→互の CO2 .3-在住i去の増加あるいは亙→冬の CO2 花生量の減少は勾

配 2 の直線iとのらず QI0 ~2. 5 と大きくなる。とくに春→夏の勾配は大きく QI0 宇 3 であった。 このよ

うに春から夏にかけての勾配が大きかった児iむとして，二!今主義呼吸量 lと気温よりも大きな影饗を与えている

(日 co ヮ 1m ツー dQY)
20 

侶

E岡日
時三
ーい

守毎 〈五
+1 ~ 

10 

グ~
N'lV t/ 晶、

。/イ~ 11 ~~ ,; 

\1仁ノー←ノ

I!~壬ー l 

o 5 10 15 20 

平均玄t沼
: t¥1Cdi1 ( ~C ) 

Fig.4 土壌呼吸監と平均気温との関係

Relation between m巴an temperature 

and soil respiration. 

x 斜面上印 Upper part of slope 
O 斜市中郎 Middle part of slope 
⑮斜面下部 Lower part of slope 

25 

地慌の季節変化が気温の季節変化よりも半月から

1 か月遅れていることや春から夏にかけての気温

の円較差が他の季節のそれと異なることなどが考

えられる 6) 。

CO2 発生量の場所の違い， すなわち，斜i百 i二

日H-5 ， t� tf五 l、郊のiEいをみると， 斜百i下部， 中

郊，上部の Il[引と少なくなっているのこれは斜面ド

郎では土境有機物が多しまた土壌合水率が大き

いためであろう却。

6. リターパッ夕、法による落葉の分解

林床(C落ちた落葉がどのような J~ιさで消失分解

していくか，その過程を知るためにリターパッグ

に務1震を入れ2 林床 lと設置し，一定期間ごとに回

収し，その重量の減少を調べた。
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れ肢の とともに減少し

し、-() (Fi広 5) 、 ヒノトー ブ/ラ才ツ 3 似「入ジ

泣減少ふと，泣い'1'.2 午前は訟のj主いや川f\

ijl_J'J、の、はほとんどなく，その点少与は

50巧 τ う〉 fニハ しかし， その後少ノーか減少

史はノドさくなる 5 ド交の 1977 11 月?はヒ

/干の主少〉糾:t 6596 であたのによ、11ノて，

カラマツどは 72;tJ とやや !~jかった。 ~:ti ， I，TiÍ剖

滝川作で i土，甘TI}î: t~J-S:lzよりも減少が LI く， 1977 

;1: 11 Jj O)V"~lj) ノコド !J 77タぷであったっ とれらみれ

よjリトイ与の汚ているようである。

I.i'jg. 5 Iとみちれるようによ言洛;止のは付添は

f ~江口コ経とともに f片汲問主主的 l三百必J しているが3 七の

る c 克ネ〔 γ) と年11，] (t) との iVJO誌は，

Y:-:-:-:e μ (11 : 分権

-←一一一一一一一一一一」一一

5 
?十

Fig_ ﾖ 1) タ バ y グ iJヘ五ど、 f会主 ο〕分

D:~;conl-oos]_tiOD 0-[ fallen 1とむS observed 

by litt 日 r bag nl丘thocL

もヒ 0\0 Cha閉ゆflris obtuι sa 

ラマツ le争lolcþis

{子 Mixture of both leaves 

2 平目立

で友わすと干とができる r ぞれベヂれの介〆〆を求めるとヲ 2 ム lT までのんは 0_ であるカに 11 以

後、;土ヒノヰカ í 0_ 022, カフ 7') カí 0, 011，主合苅 l 0, 050 なっ;ペュ

ととでよiにもた店主主の減少ネとい主までに同じぷ;んでぶかうられている庶民以少'4之としてみた (Table

3) c 泊、 iíiU) アカマツゃっナラのの ìf( 法減少E卒、 ~iケ尽だ伯よりも大きかノたおが、 Jこれは杭のごい

も関係しているでおろ ι1 が，平じl気か II'Jいこが大きく影悼しとるとれるc 日じくらいの何、十

均気~hυζある欠仮のヒノキ tO) ば今 ir-ì!のヒ/十よりも分ばいr とれば引いiυ をい、分ノドカラマツ之のむさ

i 三十本であることが旨しているのかもしれたし~

'1、江bl丑 3 ， リターバッグ、によるさの蕗量減少〉キニ

Weight losses of lea ves obs己rved by Etter bλ乞 method

?寧 f誌 iJi
件、;λ
'1--1 〆\、(l[凡 l

Avそ Temp ，
Tree sp巴c i.es L，ocatio孔 fj 午日

('C) By J 巳乱r円 By 5 years 

I ひ! アシ

61 77 

勺 A

l 仁 3

56 
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7. Ao J醤表層でのリターフォールなどの移動

傾斜面では准宿ーしたりターフォーノレも強し 1降雨によって l二方より下方へ移動する。とくにヒノキの務菜

が 1) ン片状に分解し流亡しやすい ζ とが指摘されている。ヒ/キ也カラ 7ツのj見交林でこのようなワター

フォーJレの移動の実態を知るため lと調査をおとなった。 3 iζ おいて述べた容器によってF 斜直上告1Iより下

出へ移動したリターフォールや土などの景をとらえた。 Tabl巴 4 iこ等高線上 1m あたりの移動通過査を

示す。

落葉の移動量を 5 年間の作平均でみると， ヒノキが 38園 2g/m ， カラマツが 30.4 g!m でヒノキのほう

が多かった。しかし，それぞれの落葉量から考えると， Ao!語でカラマツ務葉が移動する割合はヒノキ落

葉の移動の害IJ冷よりも大きいといえるのとればヒノキの落葉がリン片1たになり，カラマツの落葉の下lとも

ぐってしまうために，その移動が小さか寸たと思われる。このことからすればカラ?ツの混交がヒノキ落

葉の流亡防止に大きな役割をはたしているといえる。

落葉の移動最I，:ì:全移動 hlの 49タぷと半(;fを占める。移動のもっとも多い季節は落葉期の 11 月末で，年

T辻ble 4. A。層でのリターフォーJレなどの雨水による移動量

Movement litter fal1 on Ao layer by ra匤 water (g/m) 

計合

Total 

33. ヲ

26.9 

39.4 

100.2 

204. 7 

25.1 

51.8 

53.1 

130.0 

30. ヲ

2丸 3

55.1 

3. 3 I 2. 4 0 I 28. 4 

1.2 /.9 3.9 20.5 

0.9 1王乙! ゴ_j ___5_1~

5.4 I 25. 5 17.0 I 100.5 
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間の移動車のうちこの 11与却に rLî める比率はヒノキで 48タdp カラマツ 5696 であった。

校ロコ移illIJf設はf九来 Jとくらべて少なく‘ 5 5 1"m の句会 τJ7ιY !1d土ヒ/キで 4.2gjmヲ カラマツで 5.3 gim と

なり 3 芸評誌のように政:こ多くなる傾向はなかった。しかし，己主と異なり年変動が非常に大きく， ヒ

ノキラカラマツとも故大量と絞小査とで 10 倍の速いがみられた。

樹 ~3ふ球よし議などを含めたその f'B Q) 惨ヨーは平均 26.6 g!m で， 一応ω ミミコlj'，î~!f~~はみられなかった。

1.の移動量は年平均で 34. 7 広/nì -，C合移動量の 25慰安行めョ ヒ J ←「の』必芝 lにζ ついで多かつ/よたh三 ζ の悶:査査

?休不分の Ao J図苛 iは立カラマツの?浩洛詰迄葉i匙=で

おり‘もし， ヒノキの ff:T~+，みであれば?との二1.議;はかな J 多いものと忠われあ〉

1 句 11'1の公移動記をみると， 110'~ 183 gjm T , {ド変動がかなりあるがヲ ごーれはリターブ九一Jレ ELや，

降雨量;の年変動がんさく彩引 1 ノているものとんLわれる
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Litter Fall and its Decomposition in a Mixed Sﾜmd of Japanese Larch 

(Lαnx and Hin'也，ki (Ch也狩UH?C自paγis obtt晶8Ci)

(Research note) 

'1、巳ruhiko KAWA沼ARA C1J， Akira SATO (2), lkuo '1、AKELJCHl (3) 

Y oshiya TADA KT凶 and Kinzi HATIYA(日

Su口1l11.ary

The m巴asurem日 ot8 of litter fall , 80il r色spiration， leaf decomposition and materials on the 

A.o layeで Inovcd by rain vvater \v記刊誌1巴ried out from 1972 1977, in order to inγestigate th記

]TIovement of organic matter iれ a mlxed stand of Larix lelうtoleþis (55 year台。ld) and Chamaeιr 

戸aris obtusa (::,0 years-olc1). 

(1) The 8t乳nd canopy was comprised roughly of two !ay己rs. The upper layer consistiτ 

mainly of Larix c1'ownsγanges from 10 to 28 m high. '1'hζ; !ower 1ay己r consisting mainly of 

ChamaeιyjJarzs crowns 悶nges from 5 工o 25m 

(2) 下ι 日 distribution of leaf litte1' fa1� on the fOI司自主 íloo1' was mo1'e uniform than th針。f

other 1itteγfalL The Clmollnt of Chamaecyparis leaf litt君主 'Nas larg記T 司t lower parts of 

the slope than at th巴 upper parts. On the othe1' hand, the amount of Larix 1母乳f littεwas 

sm�.!le:r at the lowe工 pa主ts. A立nu乱1 mea立 of leaf, br乳nch and total litters was 2.7 ton/11君号

0.5 ton/ha a乱立ì 3.6 主0立jha ， 1'espectivelyゅ

(3) Soi1 1'espi1'ation showed th記刀laximum values ﾍn summer. 10 g CO2/m2. day 孔t 20ö C, 

Th己住ffect of mc乱n temperature on soil 工巴spiration tendec1 to change with s邑乳son. '1'h色1'olation

品s satisf�d with Q10=2 from winto1' 七o spr旬g and Qlo~2.5~3 in the other 缶詰乱sons固

(1) Decornposi tion l'昌tes of Chm叩eCYlうαl'is and Larix leaves and a rnﾌxture of both species' 

1巴乱ves were estimo.ted by the litte1' bag method. The w己ight of leav記s decre品sed with the 

p1'og1'ess of d巴じりmposition. The weight of ieo.ves dec1'eased by 50タb within two y問rs， o.nd 

then the dεc1'己ase became smaller. Aftぽ ilγe y号ars， t11e weight 10ss of Chamaecyþaris, Larix 

乱nd t110 mixture was 6596, 72タ'6 o.nd 77% , respectively. This indic乱tes that mi支在d leo.v巴s deｭ

composed most ro.pidly. 

(5) L記af Iitte1'旦nd 80il on the Ao 1旦ye1' moved by rain water occupi邑d 必対立nd 25% of 

the tot品1 moving mat巴rial日夕 r日spεctivelァ.

(6) Consequently, the a111011nt of litteγfo.lI in this mixed sto.nd seems to be no g1'eo.te1' 

than that in 乱 pure Chamaecyparis stando But decomposition 1'o.tes and movement of mョterio.ls

on the Ao iayer may b巴 influenced by 0. mÌxtur己 of tree species. 
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